
ロゴマークについて
　デザインのモチーフは「螺旋」です。ベルヌーイ
の螺旋、螺旋転位、DNAの二重螺旋。螺旋は広
く理学の世界に溢れています。また、螺旋はしば
しば過去から未来へ連綿と続く歴史のメタ
ファーとして用いられています。螺旋というモ
チーフは、開講100周年を迎えた理学部がこれ
から200年、300年と歴史を積み重ねていく象徴
としています。
　おおきく太い部分が「S」と「T」を、小さい画と
太い画を合わせて「り」を表現しています。しな
やかに伸びる「T」と「S」。そして「り」の螺旋は、
理学と言う分野で連綿と続きながらも成長し続
ける意識を表しています。
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　東北大学は創立以来「研究第一主義」という基本理念のもとに、創造的な研究活
動により学術の深奥を究め、その先端的な成果を活かした大学教育を行なってきま
した。また、「門戸開放」という基本理念のもとに研究と教育の場を広く社会に開放し
てきました。
 
　理学研究科・理学部は、このような基本理念に基づき、先端的な研究と人間性豊
かな教育を両輪として、自然科学における知の創出の国際的な拠点となることを目指
しています。
 
　理学は、自然界にひそむ原理や法則性を解明し、真理を探究する学問です。人類
の「数理とはなにか」、「物質とはなにか」、「我々の住む地球そして宇宙とはなにか」、
「生命とは何か」という根源的な自然への疑問に対する飽くなき知的好奇心を原動力
とし、学問として形成されてきました。また、理学は人間の生活に密接に関わってお
り、現代社会を支える主要な科学技術や人文・社会科学など様々な分野の研究の基
盤となっています。
 
　理学研究科・理学部は、自由な発想と独創性をもって、自然の真理の探究と創造
的研究を行ない、その成果を広く世界に発信します。さらに、人間性と倫理性を備え
た卓越した研究者を養成することにより、人類の知的財産を継承し次世代の自然科
学と科学技術の発展の基盤を支えます。
 
　理学研究科・理学部は、先端的な研究成果に基づいた高度な専門的教育によっ
て、優れた職業人を育成し、人類の社会的、経済的発展に寄与します。また、自然科
学の基礎教育に中心的役割を担い、現代社会の諸問題の克服に必要な科学的思考
能力を持つ人を育てます。さらに、様々な文化的活動を通じて研究成果を広く社会に
普及し、豊かな自然環境を次世代に継承するための指針を提供することによって、人
類の文化と福祉の向上に貢献します。
 
　理学研究科・理学部は、学術研究活動と教育活動の情報を広く社会に提供し、社
会の意見を尊重しつつ自己改革に努め、基本的人権、両性の平等、思想・信条の自由
を尊重し、より良い研究と教育の環境づくりに努力します。

　本研究科は、自然の真理を解き明か
す自然科学の創造及び発展を推進し、
人類の自然についての知識を豊かにす
るとともに、社会の進歩に貢献し、及び
国際的研究環境下で先端理学研究を
先導することができる質の高い人材を
育成することを目的とします。

　本学部は、理学の基礎知識を修得
し、大学院で高度な教育を受けるため
の能力を有する人材及び理学の基礎
知識を活用し、社会の広い分野におい
て主導的役割を果たすことができる人
材を育成することを目的とします。
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明治40年
明治44年

大正  2年

大正  8年
大正11年

大正13年
昭和20年

昭和21年
昭和24年

昭和28年

昭和32年
昭和33年
昭和37年
昭和39年
昭和41年
昭和43年
昭和48年
昭和49年
昭和53年
平成  2年
平成  4年

平成  5年
平成  6年

平成  7年

平成11年
平成13年
平成16年
平成19年
平成20年
平成23年

東北帝国大学の創立 
東北帝国理科大学の開設
　数学科・物理学科・化学科・地質学科の設置
日本の大学で初めて女子学生入学を許可
　丹下ウメ（化学）・黒田チカ（化学）・牧田らく（数学）の3名
理科大学は理学部となる
生物学科の設置
アインシュタインが来学
地質学科が地質古生物学・岩石鉱床学の2 学科に分離
地球物理学科の設置
仙台大空襲により建物の大部分が焼失
地理学科の設置
新制大学制度によって東北大学理学部となる
　数学科・物理学科・化学科・地学科地学第一・地学科地学第二・地学科地学第三・
　生物学科・天文及び地球物理学科第一・天文及び地球物理学科第二の設置
大学院理学研究科の設置
　数学専攻・物理学専攻・化学専攻・地学専攻・生物学専攻・地球物理学専攻の設置
地学科地学第三は地学科地理学となる
附属地磁気観測所の設置
天文学専攻の設置
化学第二学科の設置
物理第二学科の設置
化学第二専攻の設置
物理第二専攻の設置
附属超高層物理学研究施設の設置
附属地震予知観測センター（現 地震・噴火予知研究観測センター）の設置
附属化学機器分析センター（現 巨大分子解析研究センター）の設置
附属大気海洋変動観測研究センターの設置
天文及び地球物理学科第一・天文及び地球物理学科第二を宇宙地球物理学科に、
地学科地学第一・地学科地理学を地圏環境科学科に、地学科地学第二を地球物質科学科に改称
教養部を廃止し、大学4 年間の一貫教育となる
大学院重点化
　物理学専攻・天文学専攻・地球物理学専攻・地学専攻の整備
物理学科第二が物理学科に統合・改組
大学院重点化
　数学専攻・化学専攻・生物学専攻の整備（全専攻が重点化）
化学第二学科が化学科に統合・改組
附属自然史標本館の設置
附属地磁気観測所・附属超高層物理学研究施設が附属惑星プラズマ・大気研究センターへ統合・改組
生物学専攻が生命科学研究科に転換
国立大学法人東北大学となる
東北大学創立100周年
地球物質科学科を地球惑星物質科学科に改称
東北大学理学部開講100周年

在 任 期 間学科等氏　　名代　　数

小 川 　 正 孝

小 川 　 正 孝

林 　 鶴 一

日下部　四郎太

林 　 鶴 一

藤 原 　 松 三 郎

真 島 　 利 行

小 林 　 巖

窪 田 　 忠 彦

藤 原 　 松 三 郎

小 林 　 巖

高 橋 　 純 一

山 田 　 光 雄

渡 辺 　 萬 次 郎

藤 瀬 　 新 一 郎

元 村 　 勲

山 本 　 義 一

加 藤 　 陸 奥 雄

鈴 木 　 次 郎

鈴 木 　 次 郎

森 田 　 章

武 田 　 暁

伊 東 　 　

武 田 　 暁

小 西 　 和 彦

黒 田 　 正

櫻 井 　 英 樹

田 中 　 正 之

荻 野 　 博

佐 藤 　 繁

鈴 木 　 厚 人

橋 本 　 治

花 輪 　 公 雄

福 村 　 裕 史

早 坂 　 忠 裕

化 学

化 学

数 学

物 理

数 学

数 学

化 学

物 理

数 学

数 学

物 理

岩 石

物 理

岩 石

化 学

生 物

地 球 物 理

生 物

地 球 物 理

地 球 物 理

物 理

物 理

化 学 二

物 理

生 物

数 学

化 学

大 気 海 洋

化 学

物 理

ニュートリノ

物 理

地 球 物 理

化 学

大 気 海 洋

明治44年  4月25日  ～  大正  8年  3月31日

大正  8年  4月  1日  ～  大正  8年  6月29日

大正  8年  6月30日  ～  大正12年  6月29日

大正12年  6月30日  ～  大正13年  7月  3日

大正13年  7月  4日  ～  大正13年  7月24日

大正13年  7月25日  ～  大正15年  7月24日

大正15年  7月25日  ～  昭和  3年  7月24日

昭和  3年  7月25日  ～  昭和11年  7月24日

昭和11年  7月25日  ～  昭和14年  3月30日

昭和14年  3月31日  ～  昭和15年10月  4日

昭和15年10月  5日  ～  昭和21年10月  4日

昭和21年10月  5日  ～  昭和24年  3月30日

昭和24年  3月31日  ～  昭和26年  3月31日

昭和26年  4月  1日  ～  昭和30年  3月30日

昭和30年  3月31日  ～  昭和37年  3月31日

昭和37年  4月  1日  ～  昭和40年11月30日

昭和40年12月  1日  ～  昭和44年  3月31日

昭和44年  4月  1日  ～  昭和46年  4月30日

昭和46年  5月  1日  ～  昭和46年  6月  9日

昭和46年  6月10日  ～  昭和49年  6月  9日

昭和49年  6月10日  ～  昭和51年  6月  9日

昭和51年  6月10日  ～  昭和54年  6月  9日

昭和54年  6月10日  ～  昭和57年  6月  9日

昭和57年  6月10日  ～  昭和60年  6月  9日

昭和60年  6月10日  ～  昭和63年  6月  9日

昭和63年  6月10日  ～  平成  2年  3月31日

平成  2年  4月  1日  ～  平成  5年  3月31日

平成  5年  4月  1日  ～  平成  8年  3月31日

平成  8年  4月  1日  ～  平成11年  3月31日

平成11年  4月  1日  ～  平成14年  3月31日

平成14年  4月  1日  ～  平成17年  3月31日

平成17年  4月  1日  ～  平成20年  3月31日

平成20年  4月  1日  ～  平成23年  3月31日

平成23年  4月  1日  ～  平成26年  3月31日

平成26年  4月  1日  ～

初代（理科大学長）

（理学部長）

第2代

第3代

（学部長代理）

第4代

第5代

第6代

第7代

第8代

第9代

第10代

第11代

第12代

第13代

第14代

第15代

第16代

（事務取扱）

第17代

第18代

第19代

第20代

第21代

第22代

第23代

第24代

第25代

第26代

第27代

第28代

第29代

第30代

第31代

第32代
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○ 組織図○ 運営体制

○ 教職員数

    4

組
　
織

組
　
織

(平成28年5月1日現在)

※休職者、再雇用職員及び外部資金等により雇用する任期付常勤教員を含む。

7学科7学科目

6専攻48講座

数学専攻

物理学専攻

天文学専攻

地球物理学専攻

化学専攻

地学専攻

巨大分子解析研究センター

大気海洋変動観測研究センター

地震・噴火予知研究観測センター

惑星プラズマ・大気研究センター

教育研究支援部

技術部

事務部

　　　　　    合　計

16 13 8 1 8 46

19 21 1 32 1 21 95 

4 5 2 3 14 

4 7 4 9 24 

12 13 2 20 1 18 66 

8 6 1 9 10 34 

2 1 1 3 2 9 

4 2 7 13 

5 5 4 5 14 33 

1 2 2 2 4 11 

1 1 2 1 7 12 

21 21 

1 67 40 108 

73 77 4 82 5 34 68 143 486 

合計講師准教授教授 非常勤
職員事務職員技術職員助手助教

研究科長・学部長 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 早坂　忠裕

副研究科長（総務企画担当）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 長濱　裕幸

副研究科長（教務企画担当）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・日笠　健一

副研究科長（研究企画担当）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 美齊津文典

研究科長補佐 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 小原　隆博

研究科長補佐 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 小川　卓克

事務部長 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 村岡　利光

総務課長 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 信坂　　健

教務課長 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 宍戸　和良

経理課長 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 木戸　龍輔

数学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・塩谷　　隆

物理学・・・・・・・・・・・・・・・・落合　　明

天文学・・・・・・・・・・・・・・・・千葉　柾司

地球物理学・・・・・須賀　利雄

化学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・寺田　眞浩

地学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・井龍　康文

数学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・塩谷　　隆

物理学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・落合　　明

宇宙地球物理学・・・・・・・・・・・千葉　柾司

化学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・寺田　眞浩

地圏環境科学・・・・・・・・・・・・・・・・・井龍　康文

地球惑星物質科学・・・・・・掛川　　武

生物学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・彦坂　幸毅

巨大分子解析研究センター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・寺田　眞浩

大気海洋変動観測研究センター・・・・・・・・・青木　周司

地震・噴火予知研究観測センター・・・・・・・松澤　　暢

惑星プラズマ・大気研究センター・・・・・・・・小原　隆博

理学基礎基盤センター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・早坂　忠裕

自然史標本館・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・井龍　康文

専攻長 学科長 附属施設等長

理 学 部

数 学 科

物 理 学 科

宇宙地球物理学科

化 学 科

地圏環境科学科

地球惑星物質科学科

生 物 学 科

理学研究科

数 学 専 攻

物 理 学 専 攻

天 文 学 専 攻

地球物理学専攻

化 学 専 攻

地 学 専 攻

○・・・協力講座　※・・・連携講座

講　　座

学科目

数学

物理学

宇宙地球物理学

化学

地圏環境科学

地球惑星物質科学

生物学

代数学、幾何学、解析学、多様体論、応用数理

量子基礎物理学、素粒子・核物理学、電子物理学、量子物性物理学、
固体統計物理学、相関物理学、領域横断物理学

固体地球物理学、太陽惑星空間物理学、流体地球物理学、
地球環境物理学

無機・分析化学、有機化学、物理化学、境界領域化学、先端理化学

天文学、理論天体物理学

大分子解析研究部、大分子構築研究部、大分子機能研究部

国際共同研究教育推進部、融合研究教育推進部

地震予知観測研究部、火山噴火予知観測研究部、海域総合観測研究部

惑星電波観測研究部、惑星分光観測研究部

物質循環観測研究部、大気放射観測研究部、
海洋環境観測研究部、大気海洋交換研究部

○原子核理学、○高エネルギー物理学、○結晶物理学、○金属物理学、○分光物理学、
○核放射線物理学、※加速器科学、※強相関電子物理学、※量子計測

○地殻物理学、○惑星圏物理学、※固体地球物理学

※スペース宇宙科学

地圏進化学、環境地理学、地球惑星物質科学、環境動態論、
比較固体惑星学
※地圏物質循環学、※地球内部反応

○生体機能化学、○化学反応解析、○固体化学、※分離化学、※重元素化学

附 属 施 設

惑星プラズマ・大気研究センター

大気海洋変動観測研究センター

巨大分子解析研究センター

理学基礎基盤センター

自 然 史 標 本 館

教育研究支援部 情報基盤室、安全衛生管理室、評価分析・研究戦略室、国際交流推進室、
広報・アウトリーチ支援室、キャンパスライフ支援室

技 術 部 装置開発技術部門、電子計測技術部門、地球惑星系技術部門、生体・高分子解析技術部門

総務係、人事係、研究支援係、数学専攻事務室、物理系専攻事務室、
化学専攻事務室、地学専攻事務室、生物学科事務室、国際共同大学院支援事務室

事 務 部

総務課

学部教務係、大学院教務係、学生支援係教務課

財務運用係、経理係、用度係、施設管理係経理課

地震・噴火予知研究観測センター



■出身高校所在地別入学者数

《学部》

《学部》

《大学院［博士前期課程］》

《大学院［博士後期課程］》

入学定員 志願者数 入学者数
数学科
物理系
化学科
地球科学系
生物学科

45 218 47
119 712 120

70 268 68
50 158 48
40 195 37

計
320人

北海道 10人（3.1%）

東北
80人（25.0%）

関東 115人（35.9%）

中部
77人（24.1%）

近畿
16人（5.0%）

中国
6人（1.9%）

四国 1人（0.3%）
九州・沖縄 5人（1.6%） 海外 10人（3.1%） 北海道

10人

近畿
16人

中部
77人

九州・沖縄
5人

四国
1人

中国
6人

東北
80人

関東
115人

海外
10人

《大学院［博士前期課程］》

324 1,551 320

《学部》

《大学院［博士後期課程］》
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○ 学生数

学
　
生

学
　
生

生物学科

（平成28年度4月入学）

（平成28年度4月入学）

（平成27年度） （平成27年度）

（平成27年度）

（平成28年3月31日現在）

（平成28年度4月入学）

○ 卒業者数・進路状況

○ 学位授与者数

《大学院［博士前期課程］》

《大学院［博士後期課程］》

進学者数 その他就職者数

※1 累計には､物理学第二専攻･原子核理学専攻を含む。
※2 累計には､化学第二専攻を含む。

※3 生物学専攻は､平成13年4月の生命科学研究科設置に伴い廃止。
※4 学位令（大正9年7月6日勅令第200号）に基づくもの。
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(平成28年5月1日現在)

(平成28年5月1日現在)

(平成28年5月1日現在)

○ 入学者状況

1年次
男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

2年次 3年次 4年次 合計
合　計

203 

511
 
 

320 

212
 
 

168 
1,414 

44 3 49 3 44 3 52 5 189 14 

103 17 109 16
77 4 87 7

452 59
36 5 40 10   

59 16 64 16 67 13 68 17 258 62 

42 6 42 9
27 4 34 12

169 43
 

12 10 12 2  
27 10 30 11 39 8 31 12 127 41

275 52 294 55 302 47 324 65 1,195 219

数学科

物理系
物理学科

宇宙地球物理学科

地圏環境科学科

地球惑星物質科学

化学科

地球科学系

合　計

合　計

合　計

合　計

数学専攻
物理学専攻
天文学専攻
地球物理学専攻
化学専攻
地学専攻　

77
188

22
58

145
80

570

1年次
男子 女子 男子 女子

2年次
男子 女子

合計

38 2 36 1 74 3
79 14 82 13 161 27

8 1 10 3 18 4
21 4 26 7 47 11
59 14 56 16 115 30
29 8 34 9 63 17

234 43 244 49 478 92合　計

合　計

13 1 7 1 14 2 34 4
33 5 21 1 26 6 80 12

4 0 3 0 6 2 13 2
7 2 7 1 7 4 21 7

17 5 25 4 28 3 70 12
8 2 7 2 8 8 23 12 

82 15 70 9 89 25 241 49

合　計

数学専攻
物理学専攻
天文学専攻
地球物理学専攻
化学専攻
地学専攻　

38
92
15
28
82
35

290

1年次
男子 女子 男子 女子 男子 女子

2年次 3年次
男子 女子

合計

入学定員 志願者数 入学者数
数学専攻
物理学専攻
天文学専攻
地球物理学専攻
化学専攻
地学専攻

38 50 38 
91 113 87 

9 21 9 
26 30 22 
66 73 65 
32 44 35 

262 331 256

合　計
合　計

合　計

卒業者数

修了者数

博士課程前期 博士課程後期 論文提出によるもの 旧制
学位授与者

就職者数
教員

就職者数内訳
企業等 公務員

日本学術振興会
特別研究員等

研究員・
研究生等 その他

就職者数 その他
数学科
物理学科
宇宙地球物理学科
化学科
地球環境科学科
地球惑星物質学科
生物学科

43 27 12 4 
85 75 3 7 
39 35 3 1 
67 62 4 1 
24 18 5 1 
29 21 6 2 
45 44 1 0 

332 282 34 16

進学者数 修了者数 進学者数 その他
数学専攻
物理学専攻
天文学専攻
地球物理学専攻
化学専攻
地学専攻

33 12 20 1 
90 38 49 3 
9 4 5 0 

21 7 14 0 
81 21 56 4 
34 9 24 1  

268 91 168 9

就職者数

数学専攻
物理学専攻
天文学専攻
地球物理学専攻
化学専攻
地学専攻

9 4 3 1 0 1 0 4 
27 11 1 10 0 0 11 5 
3 1 0 1 0 1 1 0 
5 0 0 0 0 0 3 2 

25 17 2 13 2 2 3 3 
9 5 2 3 0 0 2 2 

78 38 162042288

合　計

数学専攻
物理学専攻※1

天文学専攻
地球物理学専攻
化学専攻※2

地学専攻
生物学専攻※3

33 981 9 144
90 3,157 27 915 1

9 301 3 127
21 957 5 247
81 2,703 25 998 1
34 1,082 9 321

613 243
268 9,794 1,262 94422,99578

1,262 944

合　計

入学定員 志願者数 入学者数
数学専攻
物理学専攻
天文学専攻
地球物理学専攻
化学専攻
地学専攻

18 13 13 
46 29 28 

4 2 2 
13 7 7 
33 14 14 
16 7 7 

130 72 71

平成27年度 累計 平成27年度 累計 平成27年度 累計
※4



○ 学術交流協定

■外国人研究者等受入数

国　名
台 湾
インドネシア
中 国
台 湾
南アフリカ
ナイジェリア
ニュージーランド
ア メ リ カ
ア メ リ カ
デンマーク
フ ラ ン ス
ベ ル ギ ー
ロ シ ア
フ ラ ン ス
ド イ ツ
ド イ ツ
イ タ リ ア
イ ギ リ ス
イ タ リ ア
オ ラ ン ダ
イ タ リ ア
フ ラ ン ス
ド イ ツ

中央研究院地球科学研究所
ブラウィジャヤ大学数学・自然科学部
南京大学化学・化学工学科
国立台北科技大学工程学院
ローズ大学理学部
ナイジェリア大学
ニュージーランド地質・核科学研究所
イリノイ大学シカゴ校
カーネギー研究機構地球物理学研究所
コペンハーゲン大学
フランス高等師範学校リヨン校
ルーバンカトリック大学理学研究科
ロシア科学アカデミーシベリア支部ソボレフ地質学・鉱物学研究所
リヨン第一大学理工学部
ヴッパータール大学数学・自然科学部
マインツ大学物理学・数学・計算機科学部
フェラーラ大学
キングスカレッジロンドン自然科学・数学部
ピサ高等師範学校エニオ・デジョルジ数学研究センター
アムステルダム大学理学部
シエナ大学理学研究科
国立高等レンヌ化学学校
バイロイト大学

2008年12月  4日
2013年11月17日
2014年  3月28日
2015年  5月  2日
2013年  9月16日
2016年  2月26日
2008年  3月19日
2000年  5月  1日
2008年12月  1日
1999年  9月20日
2006年12月  8日
2007年  8月29日
2008年11月  7日
2011年  9月  9日
2012年  1月23日
2012年  5月  3日
2012年  6月27日
2012年12月  1日
2013年  6月25日
2013年  7月11日
2013年  8月  1日
2016年  1月  4日
2016年  2月  5日

計
143人

アジア
57人（39.8%）

北米 24人（16.8%）
中南米 3人（2.1%）

ヨーロッパ
54人（37.8%）

中近東 2人（1.4%）
オセアニア 3人（2.1%）

相手先大学等名 締結年月日
（平成28年5月1日現在）

（平成27年度）
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国
際
交
流

○ 外国人研究者等受入数○ 外国人留学生等数

（平成28年5月1日現在）

国　名 受入
人数 国　名 受入

人数
イ ン ド
インドネシア
韓 国
シンガポール
タ イ
台 湾
中 国
ベ ト ナ ム
　 計 　
イスラエ ル
　 計 　
オーストラリア
　 計 　
ア メ リ カ
カ ナ ダ
　 計 　

チ リ
ブ ラ ジ ル
メ キ シ コ
　 計 　
イ ギ リ ス
イ タ リ ア
オ ラ ン ダ
ス イ ス
ス ペ イ ン
スロバキア
チ ェ コ
ド イ ツ
ノル ウェー
フィンランド
フ ラ ン ス
ロ シ ア
　 計 　

Graduate School of Science and Faculty of Science, Tohoku University

国
際
交
流 ●大学間協定（理学研究科が参画している協定）・・・・・・・・・・・１５ケ国・地域　３７機関

●部局間協定（理学研究科が締結している協定）・・・・・・・・・・・１５ケ国・地域　２３機関

ア ジ ア

ア フ リ カ

ア フ リ カ

オセアニア

北　　  米

ヨーロッパ

ア ジ ア

ア ジ ア 中 近 東

中 近 東

北　　　米

北　　　米

オセアニア

ヨーロッパ

ヨーロッパ

中 南 米

中 南 米

合　　　計

合　　　計

143

3
1
7
8
1

12 
24 

1
57

2
2
3
3

23
1

24

1
1
1
3
1
3
2
1
2
1
1

31 
1
1
6
4

54

イ ン ド

インドネシア

韓 国

スリランカ

タ イ

台 湾

中 国

ネ パ ー ル

バングラディッシュ

ベ ト ナ ム

マレーシア

　 計 　

イ ラ ン

ト ル コ

　 計 　

エチオピア

ナイジェリア

　 計 　

ア メ リ カ

　 計 　

アルゼンチン

コスタリカ

ブ ラ ジ ル

ベネズエラ

　 計 　

スロバキア

デンマーク

ド イ ツ

フィンランド

フ ラ ン ス

ポ ーランド

ルーマニア

　 計 　

2 1 2

9 13 14

9 4 3

1 1

3 3 1

1 1 1

9 15 22 1 1

1 2

2 6 2

1 4 4

1 1

37 49 53 0 0 1 1 0 

3

1

0 0 4 0 0 0 0 0

1 1

1

0 2 1 0 0 0 0 0

1 2 3

1 0 2 0 0 0 3 0

39 53 66 0 0 6 10 0 174

1

1

1 2

1

1 1 2 0 0 0 2 0

1

1

1 4 1

1

1 2

1

1

0 1 4 0 0 5 4 0

5 

36 

16 

2 

7 

3 

48 

3 

10 

9 

2 

141 

3 

1 

4 

2 

1 

3 

6 

6 

1 

1 

3 

1 

6 

1 

1 

6 

1 

3 

1 

1 

14 

国　　　籍 計学部
学生

学部
研究生

大学院
研究生

特別
研究学生

特別
聴講学生

科目等
履修生

大学院学生

博士課程
前期

博士課程
後期



● 科学研究費助成事業交付実績

● 寄附金・受託研究等契約実績

●その他補助金交付実績

（平成27年度）

※基金・一部基金分含む

（平成27年度）
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財
　
務

財
　
務

○ 研究費等受入状況○ 予算額

（平成27年度）

（平成27年度）

平成27年度計
6,872,862

（千円）

4,589,927（66.8%）
教育研究活動の遂行に必要な基盤
的な経費として国から措置される交
付金です。

基礎から応用までのあらゆる分野の
学術研究の発展を目的として交付さ
れる補助金です。

受託研究費・受託事業費
寄附金
補助金等
科学研究費助成事業

教育経費
研究経費
教育研究支援経費
人件費
一般管理費

小　　計

244,257 
832,904 

4,889 
3,410,918 

96,959 
4,589,927 

614,098 
71,045 

119,452 
1,478,340 
6,872,862 合　　計

区　　分 金額 （千円）

運営費交付金

特別推進研究
新学術領域研究
基盤研究（S）
基盤研究（A）
基盤研究（B）
基盤研究（C）
挑戦的萌芽研究
若手研究（A）
若手研究（B）
研究活動スタート支援
奨励研究
特別研究員奨励費

2
27

2
22
35
36
26

6
26

3
1

44
230

161,100 48,330 209,430
442,400 132,720 575,120 

60,700 18,210 78,910
167,800 50,340 218,140 
144,700 43,410 188,110

42,400 12,720 55,120
29,900 8,970 38,870 
25,900 7,770 33,670
26,800 8,040 34,840 

2,900 870 3,770 
400 0 400

39,900 1,680 41,580 
1,144,900 333,060 1,477,960

研究種目 採択件数
交付額 （千円）

直接経費 間接経費 計

合　　計

合　　計

戦略的国際研究交流推進事業費補助金
地球観測システム研究開発費補助金
資源変動要因分析調査事業補助金

2
1
1
4

38,710 200 38,910
29,000 0 29,000

1,270 0 1,270
68,980 200 69,180

経　　費 採択
件数

交付額 （千円）
直接経費 間接経費 計

42 37,146
20 84,433
12 418,379

3 81,560
15 499,939
35 584,372

2 600
79 622,118

区　　分
寄附金

学術指導

受託研究等経費

民間等との共同研究

小　　計

受託研究
一般
競争的資金
小計

件　数 金額 （千円）

合　　計

運営費交付金

614,098（8.9%）
大学と産業界が研究や事業につい
て受託研究・共同研究・受託事業等
の様々な形態で連携協力を行うもの
です。

受託研究費・受託事業費

1,478,340（21.5%）
科学研究費助成事業

国等から国立大学法人等の特定の
事業に対して交付される補助金です。

119,452（1.8%）
補助金等

企業や地域の皆様から教育研究の
奨励を目的としてお寄せいただく資
金です。

71,045（1.0%）
寄附金



　東北大学理学部がどんなところかを、実際に来て頂いて体感して
もらう企画です。定期的に開催しており、普段見ることができない
研究室や施設を見学したり、模擬授業の体験や、研究者・学生に貴
重なお話をしてもらったりして、理学部の魅力をお伝えしています。

■ぶらりがく「新元素113番ってなあに？」

宇宙創成物理学国際共同大学院プログラム

●国際共同大学院プログラムの開始

スピントロニクス国際共同大学院プログラム

　宇宙・素粒子・原子核研究に関連した世界トップレベル教員がアカデミックリーダーシップ教育を実施しま
す。2つの学内設置の加速器を含む大型実験観測装置へのアクセス、先端測定技術、大規模データ処理技術
といった充実した教育研究環境を最大限活用し、宇宙創成を解明する研究を展開していきます。

　本研究科は、平成27年度から｢スピントロニクス国際共同大学院プログラム｣､平成28年度からは｢環境・地
球科学国際共同大学院プログラム｣及び「宇宙創成物理学国際共同大学院プログラム」を立ち上げました。
　東北大学の強みを生かし世界を牽引できる分野や、今後重要になり人類の発展に貢献できる分野で、部局
の枠を超えて本学の英知を結集し、海外有力大学との強い連携のもと共同教育を実践していきます。

●学際研究重点拠点として2研究拠点が認定
　学際研究重点拠点は、東北大学の多様な研究領域を部局の枠を超えた新たな研究拠点として形成し、戦
略的研究の推進や新興・融合分野など新たな研究領域を開拓するとともに、世界トップレベルの研究成果を
創出するための研究活動を効果的かつ戦略的に推進することを目的としています。
　本研究科からは、「新奇ナノカーボン誘導分子系基盤研究開発センター」及び「数理科学連携研究拠点」の
2研究拠点が認定されています。

●ぶらりがく
　～理学部をちょっとのぞいてみませんか？～

　海外と連携して､学生が国際社会で力強く活躍できる人材へと成長していく場を創出するもので､東北大学､
海外参加教育研究機関から世界トップクラスの教員を集め､古典から量子まで､数理から応用まで､材料の枠
を超えたスピントロニクス分野の教育を行います。

新奇ナノカーボン誘導分子系基盤研究開発センター
　原子やイオンがサッカーボール分子C60（フラーレン）に内包された化
学種は、様々な応用が期待されています。本センターでは、Liイオンが
C60分子に内包されたLi+@C60をはじめとするナノカーボン系の基礎
から応用にわたる研究を行います。平成28年5月17日には本センター主
催のシンポジウムを国内外の著名研究者を招いて開催しました。

環境・地球科学国際共同大学院プログラム
　変動地球惑星学GCOEプログラム以来の目標である『地球を丸ごと理解する』意欲と能力を持った人材育
成の理念を継続し､国際性をさらに発展させるため､世界最先端の研究教育機関と連携して､地球内部･地球
表層環境･大気海洋から惑星間空間までの幅広い重要課題に取り組み国際的に活躍する若手研究者を輩出
します。

※スピントロニクス国際共同大学院プログラム図解
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等

○ 研究

○ 社会連携

○ 教育

教育の目標
●世界で活躍する人材の育成（毎年30名の博士）
●スピントロニクスの理論から応用、デバイス形成や産業化までを俯
瞰的に見渡せる人材、さらには、広く多様な技術分野のイノベーショ
ンを先導することができる人材育成

世界最高レベルの教育研究指導体制
●世界トップクラスの教員がプログラムに参画（30名体制）
●本学におけるスピントロニクスの世界的研究者が結集し、さらにシ
カゴ大学（米国）、マインツ大学（ドイツ）、ミュンヘン工科大学（ドイ
ツ）、デルフト工科大学（オランダ）、清華大学（中国）等との国際連
携のもと、基礎から応用に至る世界最高レベルの教育研究指導体
制を組織

学位授与および教育方法
●海外大学とのダブル／ジョイントディグリープログラム
●国際サマー／ウィンタースクール、長期研究インターシップ、知の
フォーラム、外国大学の学生との交流

●QEや研究・教育到達度目標の導入による質の保証

シカゴ大学

スピントロニクス分野の
海外の超一流研究者と連携

デルフト
工科大学 清華大学

マインツ
大学

ミュンヘン
工科大学

数理科学連携研究拠点
　本研究科・経済学研究科・情報科学研究科・原子分子材料科学高等
研究機構及び流体科学研究所の教員による数学と諸分野との連携を図
りつつ、数理科学の基礎研究を推進することを目的としています。本研
究科数学専攻では、これまで純粋数学の研究が主に行われてきました
が、その伝統を生かしつつも時代の要請に応じた数学の多様性を探る
研究拠点を目指しています。



発表日 研究内容 主な研究者
（平成27年度）
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○ 関連施設所在地○ プレスリリース

キ
ャ
ン
パ
ス

○ 交通アクセス

JR長町駅
地下鉄

長町南駅

地下鉄
長町駅

地下鉄
長町一丁目駅

地下鉄
河原町駅

地下鉄
台原駅

地下鉄
北四番丁駅  

地下鉄
仙台駅

地下鉄
青葉通一番町駅

地下鉄
国際センター駅

地下鉄
川内駅

地下鉄
青葉山駅

地
下
鉄
南
北
線

地下鉄
東西線

宮城県美術館

仙台城跡
●

●

●
●

●

至古川

Ｊ
Ｒ
仙
台
駅

JR北山駅

JR北仙台駅

JR東照宮駅

JR国見駅

JR東北福祉大前駅

広瀬川 定禅寺通り

仙台市
博物館

広瀬通り

青葉通り
南町通り

東
二
番
丁
通
り

仙台国際
センター

宮城県庁
仙台市役所

星陵
キャンパス

雨宮
キャンパス

川内
キャンパス

片平
キャンパス

地下鉄東西線
青葉山駅

（仙台駅から9分）

青葉山キャンパス

青葉山新キャンパス

所在地 ： 〒980‒8578 仙台市青葉区荒巻字青葉６番３号（仙台駅から西へ約4㎞）

　　　　●地下鉄利用 .................地下鉄東西線青葉山駅北1番出口から徒歩5分 運賃250円
　　　　●タクシー利用 ............所要時間約15分 運賃約2,000円

電子光理学研究センター
〒982－0826　仙台市太白区三神峯1-2-1
☎022(743)3400

7

理学研究科附属惑星プラズマ・大気研究センター
惑星圏女川観測所
〒986－2204 牡鹿郡女川町桐ヶ崎字桐ヶ崎15-3-1
☎0225（53）3374

6

理学研究科附属惑星プラズマ・
大気研究センター
惑星圏蔵王観測所
〒989－0916 刈田郡蔵王町遠刈田温泉七日原
☎0224(34)2743

8

理学研究科附属惑星プラズマ・
大気研究センター
惑星圏飯舘観測所
〒960－1636 福島県相馬郡飯舘村前田
☎0244(42)0530

9

ニュートリノ科学研究センター
液体シンチレータ反ニュートリノ
観測施設
〒506－1205 岐阜県飛騨市神岡町東茂住上町408
☎0578(85)0030

10

理学研究科附属地震・噴火予知研究観測センター
（遠野地震観測所）

〒028－0545 岩手県遠野市松崎町駒木4-120-74
☎0198（62）2800

4

理学研究科（三陸地震観測所）
〒022－0101 岩手県大船渡市三陸町越喜来字小泊114
☎0192（44）2107

5

学術資源研究公開センター植物園八甲田山分園
〒030－0111 青森県青森市大字荒川十和田八幡平国立公園
酸ヶ湯集団施設
☎017（738）0621

1

理学研究科附属地震・噴火予知研究観測センター
（秋田県地震観測所）

〒011－0936 秋田県秋田市将軍野南1-14-46
☎018（845）8716

2

理学研究科附属地震・噴火予知研究観測センター
（本荘地震観測所）

〒015－0091 秋田県由利本荘市大簗字西の角4
☎0184（29）2124

3

4月3日 物理学専攻 准教授 松原 正和

物理学専攻 准教授 松原 正和

地学専攻 教　授 大谷 栄治

地学専攻

地学専攻

助　教 古川 善博

化学専攻 教　授 河野 裕彦

惑星プラズマ・
大気研究センター 准教授 坂野井 健

地震・噴火予知
研究観測センター 

地震・噴火予知
研究観測センター 

教　授
准教授

三浦　 哲
山本 　希

物理学専攻 教　授 石原 純夫

教　授 日野 亮太

物理学専攻 教　授 田村 裕和

物理学専攻 准教授 佐藤 宇史

物理学専攻 准教授 佐藤 宇史

地震・噴火予知
研究観測センター

地震・噴火予知
研究観測センター 

助　教 市來 雅啓

物理学専攻

助　教
教　授

内田 直希
日野 亮太

6月5日

7月1日

8月18日

9月17日

9月28日

10月1日

10月20日

11月25日

11月12日

12月11日

12月24日

1月29日

1月21日

2月27日

3月22日

光パルスにより超高速で磁気秩序を制御することに成功
－スピントロニクス応用へ道を拓く－

夢の多機能電子素材 新しい制御手法の基礎原理を
世界で初めて確立
－電気と磁気を兼ね備える多機能素材の活用に光－ 

隕石衝突でDNA構成分子が生成
～生命誕生前の核酸塩基の新たな生成過程～

常識を覆し、光で電気の流れを止める
－10兆分の1秒の高速光スイッチングデバイスに道－

東北地方太平洋沖地震以降の日本海溝に沈み込む直前
の太平洋プレート速度の実測に世界で初めて成功

J-PARCハドロン実験施設で
“奇妙な粒子”が原子核の荷電対称性を破る現象を発見

電子・正孔対が作る原子層半導体の作製に成功
－グラフェンを超える電子デバイス応用へ道－

スピン操作による相対論的電子の質量制御に成功
－次世代スピントロニクスへの応用に道－

地震発生域における塩水の電気伝導度を理論的に解明
～地震やマグマ発生のメカニズム解明に一歩前進～

北海道～関東地方の沖合で周期的なスロースリップを発見
－大地震の発生予測に新たな手がかり－

地球内核の組成制約に成功
―世界最高の高温高圧条件下で鉄の音速・密度同時測定―

10
ΛBeハイパー原子核の精密測定に成功

従来のハイパー核束縛エネルギーの基準に見直しを迫る！

瞬くオーロラの謎
小型高機能科学衛星「れいめい」の観測とコンピュータシ
ミュレーションによって、脈動するオーロラの仕組みを解明

月表層の岩石試料（アポロ試料）から高圧相を世界で
初めて発見

蔵王山周辺で人工地震地下構造探査を実施

化学反応の行き先を変換する“切り替えスイッチ”の
存在を解明

助　教
教　授

教　授

坂巻 竜也
大谷 栄治

中村 　哲

1

2

3 4
5

6

8
7

9

10

平成27年

平成28年

仙台駅
か　 ら

東北大学理学研究科・理学部



17    Graduate School of Science and Faculty of Science, Tohoku UniversityGraduate School of Science and Faculty of Science, Tohoku University    16

○ 建物配置図
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